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あとがき 

 昭和45年第1 回研究会が開催され、昭和53（1978）年に赤桃色の創刊号、消化と吸収第1 巻が発刊

された。以来年1回ごとに発刊されていたが、1985年日本消化吸収学会が発足すると共に第8 巻より青

い表紙に変貌した。 

 そうして9巻から11 巻までは年1 回の出版であったが、1989年より年2 回に分冊され現在に至ってい

る。赤の時代から青の時代へ、年1 回より年2 回の発刊へと少しづづ発展してきているのがうかがえる。

ずらりと並んだ雑誌をみていると美しい歴史が感じとられる。特別講演をKey wardとしてみてみると、消

化吸収の測定、小腸生検、脂肪吸収、胃運動、VB12、消化管ホルモン、糖吸収、十二指腸白点症候群、

細胞内転送異常、牛乳不耐症、内視鏡的アプローチ、術後障害VE、潰瘍性大腸炎、絨毛膜酵素、腸リ

ンパ系イレウス、神経体液性調節VK、微量金属、薬物吸収などがあげられ、消化吸収の学問の分野の

奥深さが感じとられる。 

 今回は「腸内細菌と消化吸収」の特別講演と消化吸収機能の評価法、上部消化管手技と消化吸収が

シンポで論じられた。 

 学問はますます細分化し、細かい病態のメカニズムに肉薄している。しかしどうもすっきりした理論でま

とめあげられていない。 

 「営々辛労究めつくしたが昔にくらべて少しも利口になってはおらぬ。世界を奥の奥で統べているもの、

それが知りたい。世界のうちに働く力と元素のすべてを見究めたい。」 

 というファウストのなげきの言葉が聞こえてくる。部分部分を考えることはもとより全体をも俯瞰して大

きな視野でものを見てゆくことも大切であろう。消化吸収の病態解明とその研究の発展を期待している。 

（H・F） 

 


